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取扱説明書 

お買い上げいただをあ日びとラございまず。 

A ' - が午 I 電気製品はま全のためのま意事項を守らないと、火災や 

言口 I 人身事故になることびあ0ます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま意事項と製品の取0扱し、 
かたを示しています。 この取扱説明書と別冊の r まをのために J をよ<お読 

みの5え、 製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見5れるところに必ず保管してくださし、。 

















































































この取巧説明書について 


この取扱説明書では、主に付属の U モコンでの操作の 
しかたを説明しています。 

リモコンと同じ名前の本体のボタンは、同じ働きをし 
ます。 


本機はドルビー*デジタルデコーダーおよび MPEG -2 AAC 
( LC ) デコーダー、 DTS ** デコーダーを搭載しています。 

* ドルビーラボラト U —ズか5の実施権に基づさ製造されてい 
ます。 

Dolby 、 ドルビー 、 AAC □ゴ:咬びダブル D 記号はドルビー 
ラボラト U —ズの商標です。 

**Digital Theater Systems , Inc からの実施権に基づき製造さ 
れてレます。 

DTS および DTS 2.0 は Digital Theater Systems , Inc の商 
標です。 
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を続 


付属品を 18 認ずる 

巧の付属品びそろっていることをお認してください。 

• 取扱説明書（本書） （1) 

• キヤ U ブレーシヨンマイク□フォン： ECM - AC 1 
( 1 ) 

. 電源コード (1) 

. U モートコマンダー: RM - AAU 010 (1) 

• RM - AAU 010 用単3あマンガン乾電池り） 

• ソニーサービス 窓 □. ご相談窓□のご案内 （1) 

• 保証書 （1) 

LU 上の付属品びそろっていないとさは、お買い上げ店、 
またはソニーヴービス窓□にご連絡ください。 

付属の電源コードについて 

付属の電源コードは本機専用です。他の電気機器では 
使用でさません。 

本機には、オーディオ接続コード、デジタル接続コー 
ド、スピーカーコードは付属していません。別途、お 
買いホめください。 

接続時のご注意 

• 電源を必ず切ってから接続してください。 

• すべての接続び完了するまで、電源コードは接続し 
ないで < ださい。 

• プラグはしっかりと差し込んでください。不完全な 
接続は雑音の原因となります。 


スピーカー を接続する 

スピーカーのスピーカー端子と本機の SPEAKERS 端 
テを接続します。 

別売りのスピーカーコードを使います。 

スピーカーコード （別売り） 


スピーカー接続時のごを意 

左スピーカーは SPEAKERS L 端テに、ちスピーカー 
は SPEAKERS R 端テに接続します。 

スピーカーコードはスピーカー端テの極性に合わせて 
+は+同±、一は一同±で接続しまず。スピーカー 
コードは線やマークのある側を+とミ夫めておくと、極 
性を間違えることびありません。 
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スピーカーインピーダンスの設定について 


• IMPEDANCE SELECTOR を切り換えるときは、 
必ず電源を切ってください。 

• すべて801；•(上のスピーカーをつないだ場合は、 
IMPEDANCE SELECTOR スイッチを「8円」にし 
てください。それ!;•(外の場合は「4円」にしてくださ 
い。 

• お使いのスピーカーのインピーダンスび不明のとさ 
は、スピーカーの取扱説明書をご覧ください（通萬、 
スピーカー後面にはインピーダンスび表示されてい 
ます)。 


おほいのスピーカーのインピーダンスと 
IMPEDANCE SELECTOR スイツチの設定 


SPEAKERS 

IMPEDANCE SELECTOR スイツチの設定 

スイッチ 

40 

80 

A または巨 

4〜 16 Q のスピーカー 

8〜 16 Q のスピーカー 

A + 巨 

8〜 16 Q のスピーカー 

160切上のスピーカー 



議 


• IMPEDANCE SELECTOR スイッチを「4円」にし 
ている場合 、 SPEAKERS A と B 端テの両方にスピー 
力一をつないで同時に使う ときは、 インピーダンス 
び801；•(上のスピーカーを使ってください。 

• IMPEDANCE SELECTOR スイッチを「8円」にし 
ている場合 、 SPEAKERS A と B 端テの両方にスピー 
力一をつないで同時に使う ときは、 インピーダンス 
び16円 LU 上のスピーカーを使ってください。 


スピーカー回端モ "'^ 




IT IN 

を ◎ 
を ◎ 


□ 

OUT IN 

OPTICAL 

MB 

曰 

IN 

COAXIAL 

圓 

曰 

IN 

COAXIAL 

圓 

□ 

IN 

COAXIAL 

〇〇 

© 

© 

© 





儒 





SWITCHED TOTAL 100W MAX 



HH- 

4U J I 8n 


:E INSTRUCTION MANUAL 


IMPEDANCE 
SELECTOR スイッチ 


* 追加のスピーカーシステムを使用するときは、 SPEAKERS 呂 
端子につないでください。使巧するスピーカーは本機前面の 
SPEAKERS スイッチで選べます （1 日ぺージ）。 
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パイワイヤリング接続ずる 

SPEAKERS A と B 端テの両方を使って、バイワイヤ 
U ング接続びでさまず。バイワイヤ U ング接続をする 
ときは、 SPEAKERS スイッチを 「A + B 」 にしてくだ' 
さい。 


接続する 

スピーカーの Lo (または Hi ) 側を本機の SPEAKERS 
A 端テに、スピーカーの Hi (または Lo ) 側を本機の 
SPEAKERS 目端テにつなぎます。 


スピーカー （ R) スピーカー （ L) 



ごま意 

• スピーカーをバイワイヤ U ング接続するときは、スピーカーに • バイワイヤリング接続をする場合は、自動音場補正機能の測定 

付属されている Hi 儿〇のショート金具を必ず外してください。 前に、接続と SPEAKERS スイッチの設定をしてください。 

本機の故障の原因とな0ます。 

接続については、スピーカーの取扱説明書わご覧ください。 
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アナログ音声出力端子のある機器を接続する 

スーノ（ーオーディオ CD プレーヤーや CD プレーヤーな 
どのアナ□グライン出力端テと接続します。 

別売りのオーディオ接続コードを使います。 

接続コードの白いプラグは L 端テへ、ホいプラグは R 端 
テへ接続します。 

才ーデイオ接続コード（別売り） 



議 





ごま意 

お手持ちのレコードプレーヤーにアース線が付いているときは、 
八ム音を防ぐために、アース線を本機の/^ SIGNAL GND 端テ 
につないで < ださい。 
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デジタル音声出力端子のある機器を接続する 


COAXIAL 端子に接続ずる 


同軸デジタル出力端テのある機器と接続します。 
COAXIAL 端テは DIGITAL 1 〜 DIGITAL 3の3系統び 
あります。 

別売りの同軸デジタル接続コードを使います。 

同軸デジタル接続コード（別売り） 


OPTICAL 端子に接続する 


光デジタル出力端子のある機器と接続しまず。 

別売りの光デジタル接続コードを使います。 

OPT に AL 端モ （ D に ITAL 4 端テ）を使うときは、光 
デジタル接続コードのプラグをカチッと音びするまで 
まっすぐに差し込みます。 

光デジタル接続コード（別売り） 


与11111 EM 1111111 昏 



ごを 意 

DIGITAL 4 OUT 端テには、入力で DIGITAL 1〜3を遅んでい 
るとさに、信号び出力されます 。 DIGITAL 4またはアナ□グ乂 
力を崖んだとさは、信号は出力されません。 


ちよつと一言 

本機の DIGITAL 音声入力端モはすべて、 32 kHz 、44.1 kHz 、 
48 kHz 、 96 kHz のサンプ U ング周波数に対応しています。 
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電源コードを接続する 

付属の電源コードを本機後面の AC IN (100 V ) 端テ 
につなざ、電源コードのプラグを壁のコンセントにつ 
なざます。 

また、お手持ちの機器の電源コードを本機の電源コン 
セント （AC OUTLET 端テ）につなぐことびできま 
す。 


AC IN 端モ AC OUTLET 



壁のコンセントへ 


リモコンに電池を入れる ■ 

④と©の向さを合わせて、 U モコンに単3あマンガン乾 ^ 
電池（付属）2個を入れまず。 f 




本機後面に電源コードを奥まで差し込んでち、プラグ 
と本機後面の間に数 S U の隙間びでさまずび、これで 
正し < つなびれています。 

電源コードについて 



付属の電源コードには、上の図のよラに N 極側に A 
マークびあります。これはよりよい音質にするために、 
壁のコンセントの差し込み□との極性を合わせるため 
です。壁のコンセントの差し込み□に長短びある場合 
は、長い巧び N 極側です。長短びない場合は、極性び 
わかる巿販の検電ドライバーで調べまず。 


ごを 意 

• 本機後面の電源コンセントは連動 （ SWITCHED ) です。本機 
の電源び入っているときのみ、つないだ機器に電源を供給でき 
まず。 

• AC OUTLET 端テにつなぐ機器の消費電力の合計び100 W を 
超えないよラにしてください。また、テレビや家電製品（アイ 
□ンなど）は、つなびないで<ださい。故障の原因にな0ま 
す。 

• 乾電池の使いかたを誤ると、巧ちれや破裂のおそれびあ0ま 
す。巧のことを必ず守って<ださし、。 

一©と0の向さを正し < 入れて < ださい。 

一新しい乾電ミ也と使った乾電ミ也、または種類の違ラ乾電ミ也を 
混ぜて使わないでください。 


一乾電ミ也は充電しないでください。 

一長い間 U モコンを使わないとさは、乾電ミ也を取り出してく 
ださい。 

ーミ夜ちれしたとさは、電池入れについた液をよくふを取って 
から新しい乾電池を入れて<ださい。 

• U モコンを使ラとさは、 U モコン受光部回に直射日光や照明器 
具などの強い光が当たらないよラにごを意ください。リモコン 
で操作でをないことがあ0ます。 

ちょっと 一言 

乾電池の残りび少なくなると U モコンで操作でさる範囲が狭くな 
0ます。これを目まにして、新しい乾電池に交換してください。 
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を部のを前と基本操作 


本体前面 



名称 

働き 

名称 

働き 

田 POWER 

本機（アンプ）の電源を入/切しま 
す。 

固 DIRECT 

押すと、 TONE 機能をバイパスし 
て、音質が向上します。 

图 AUTO CAL MIC 

ム山ブ 

佩 子 

自動音場補正機能で使用するマイ 
クをつなぎます （13 ページ)。 

团 MUTING 

音を一時的に消したいとさに巧し 
ます。 

图 TONE 

スピーカーから出力される高音域 

固 PHONES 端モ 

へッドホンをつなぎます。 

BASS つまみ/ 
TREBLE つまみ 

(TREBLE) と、低音域旧 ASS) 

を調節しまず。レベルは一"!日 dB 

固 SPEAKERS スイ ッ 
チ ( OFF / A / B / A + B ) 

スピーカーの OFF 、 A 、 巨、 A+B 
を切 0 換えます。 


か b + 1U db まで調節でをます。 

画 INPUT 

再生する入カソースを選びます。 

团 IJ モコン受光部 

U モコンからの信号を受信しま 

SEI_ECTOR つまみ 



す。 

因 ] VOLUME つまみ 

スピーカーの音量を調節します。 

固 表ル窓 

機器の状態や設定など、さまざま 
な情報を表示します。 

音量は 一 〇〇 dB から+ 23 dB まで 
調節でをます。 


ごま 意 

• DTS 96に4信号を再生するときは、 DIRECTS 「 ON 」 にし • ヘッドホンを つないで いるときは 、 DTS 96/24の入力信号は 

てください。 DIRECT が rOFFJ の状態では、 DTS 信号は DTS 48 kHz で 再生されます。 

48 kHz で再生されます。 
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本体後面 



の 


图 


固 


因 


の音岸入出力部 



音声入出力端子 



スーバーオーデイオ CD プ 
レーヤー、カセットデッキ、 
MD / DAT デッキなどをつな 
ぎます（ァページ)。 


回デジタル入出力部_ 

COAXIAL DVD プレーヤー、スーパー 

轉 (同軸）デジタルオーディオ CD / CD プレー 
音声入力端子 ヤーなどをつなぎます。 

optical (光） COAXIAL のほうびより高 

0 デジタル音声 音質です （8 ページ)。 

入出力端子 


图 スピーカー出力部 

+ - スピーカーを つなぎます （4 

画欄 ぺ-ジ)。 


团 IMPEDANCE SELECTOR スイッチ 

接続したスピーカーのインピーダンスにをわせて切り換えま 
す巧ページ)。 
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u モコン 

RM - AAU 010 



名称 

働き 

圧 ||/(!) 

(電源オン/スタンパイ） 

本機の電源を入/切します。 

图 A/v/</> 

ENTER 

MENU (图）を押したあと、 A/ 
v/</> を押して設定を選び、 

ENTER を押して決定します （16 
ぺージ)。 

回 入力切り換え用の 
ボタン 

再生する入カソースを選びます。 
入力切り換え用のボタンを巧す 
と、本体の電源が入0ます。 

团 BALANCE 

L/R 

左ちのスピーカーのバランスを調 
整します。左ちそれぞれ日 dB か 
ら+2日 dB まで調整でをます。初 
期値は日 dB (センター）です。 

固 BASS/TREBLE 
+/- 

スピーカーから出力される高音域 
( TREBLE ) と、低音域 （ BASS ) 
を調節します。レベルは一"!日 dB 
から+1日 dB まで調節できます。 

固 DIMMER 

表示窓の巧るさを調節でをます。 

团 VOLUME +/- 

スピーカーの音量を調節します。 
音量は一〇〇 dB か5 + 23 dB まで 
調節でをます。 

图 SLEEP 

スリープタイマーを使って本機の 
電源が自動的に切れるまでの時間 
を設定します。電源がオフになる 
までの時間は、30分後から2時間 
後まで、30分刻みで設定でさま 
す。 

回 MENU 

本機の六ニューを表示します （16 
ぺージ)。 

画 DIRECT 

押すと、 TONE 機能をバイパスし 
て、音質が向上します。 

回 MUTING 

音を一時的にミ肖したいときに巧し 
ます。 


ごま意 

DTS 96/24信号を再生するときは 、 DIRECTS fONJ にして 
ください。 D 旧 ECT び rOFFJ の状態では、 DTS 信号は48 
kHz で再生されます。 
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設定 


自動でスピーカーを設定す 
る(自動音場補正機能） 


自動音場補正機能は LU 下の項目を測定します。 

• スピーカーの 有無 
• スピーカーの 極性 
• スピーカーの 距離 
• スピーカーの 角度 
• スピーカーの レベル 
• 周波数特性 

スピーカーレべ j レの測定結果は、測定結果を保存した 
あと 、 BALANCE L/R (12 ページ）を巧ずとお認でき 
ます。その他のデータは、表示上ではお認でさません 
び、自動で最適に設定されます。 



測定の準備をする 


スピーカーを設置、接続してから、測定してください 

(4 ぺージ)。 

測定の前に、 LU 下についてごま意ください。 

• AUTO CAL M に端テは付属の測定用マイク専用で 
す。他のマイクはつなびないでください。本機やマ 
イクの故障の原因になりまず。 

• 測定中は大さな測定音び出ます。音量は調整でさま 
せん。おモ様や隣近所への配慮をお願いしまず。 

• 測定音 LU 外の音び入らないよラに、静かな環境で測 
定してください。 

•スピーカーとマイクの間に障害物びあると正しく測 
定でさません。測定開始前に測定エ U ア（機器の設 
置エ U ア）の外側に出てください。 

• 自動音場測定機能は、へッドホンをつないでいると 
さは働さません。 

• 消音機能び働いているとさは、解除してください。 


1 測定用のマイク(付属)を本機前面の AUTO 
CAL M に端子につなぐ。 

2 マイクを設置する。 

マイクは実際に視聴する位置に設置します。耳と 
同じ高さになるように、台や=脚を使って固定し 
てください。マイクの L をフ□ントスピーカー L 
に、マイクの R をフ□ントスピーカー R に合わせ 
て < ださい。 


測定ずる 


1 本機の電源を入れる。 

2 MENU を巧ず。 

3 V を巧して、 r <2 -Auto Calibration 〉」 を表 
示し、 ENTER を巧ず。 

4 V を巧して、 rCALTYPE 」 を表示し、 
ENTER を巧ず。 





13 

















5 A/v を巧して、測定タイプを選び 、 ENTER 


を巧ず。 


測定タイプ 

説明 

ENGINEER 

ソニー 基準の U ス ニングルームの 周蔽数 
特性にしまず。 

FULL FLAT 

各スピーカーの周波数特性を平らにしまず。 


6 A を巧して 、 「AUTO CAL START ?」 を表示 
し、 ENTER を巧して決定ずる。 

5秒後に測定を開始します。5秒か!51秒までカウ 
ントダウンび表示されます。 

この間に測定エリア（機器の設置エリア）の外側 
に出てぐださい。 

7 測定び始まる。 

測定時間は約10秒です。測定び終了するまでお待 
ちください。 

測定を中止ずるには 

ボ U ューム操作、入カソースの切り換え、本体の 
SPEAKERS スイッチの切り換え、 MUTING を巧す、 
へッドホンの接続で中止されます。 


測定結果を確認/巧巧する 


1 測定結果を確認ずる。 

測定び終わると終了音び鳴り、測定結果び表示さ 
れます。 


測定結果 

表示 

説明 

正常に測定 
び終了した 
とを 

COMPLETE 

手順2へ進んで < ださい。 

正常に測定 

ERROR 

政下の「エラーが出たと 

でをなかつ 
たとを 

CODE XX 

きは」をご覧ください。 


2 A/V をくり返し巧して、項目を選び、 
ENTER を巧して決定ずる。 


項目 

説明 

RETRY 

再測定します。 

SAVE EXIT 

測定した設定を保存し、終了しまず。 

WRN 

測定結果のミ主意事項を表示します。 

CHECK 

rrWRN CHECK 」 を選んだときは」 

(15 ページ）をご覧ください。 

EXIT 

測定した設定を保存しないで終了します。 


エラーが 出たとまは 

エラー原因の対策をして、再測定してください。 


エラーの 種類 

原因と対策 

CODE 31 

SPEAKERS スイッチが OFF になっていま 
す。 SPEAKERS スイッチを A または臥こし 
て、再測定してください。 

バイワイヤ U ング接続をしているときは、 
SPEAKERS スイッチを 「 A + 巨」にしてくだ 
さい。 

CODE 32 

どのチャンネルからち音が検出されませんで 
した。測定用のマイクが正しく接続されてい 
ることを確認し、再測定してください。接続 
されている場含は測定用マイクが断線してい 
ることび考えられまず。 

CODE 33 

スピーカーが接続されていません。 

CODE 34 

スピーカーが正しい位置に設置されていませ 
ん。左ちが逆になっているなどが考えられま 
ず。スピーカーの位置を確認してください。 


ちょっと一言 

ダイ ポールスピーカー などの特殊な スピーカーを つないでいる場 
合は、正しく測定できないことびあります。 
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• CODE 31 


SPEAKERS スイッチを A または B にして、「測定ずる J の 
手順 2 か目再測定ずる。 

バイワイヤリング接続をしているときは、 SPEAKERS スイッ 
チを 「A + 目」にして<ださい。 


• CODE 32 、 33、34 


1 各エラー原因の対策をずる。 

2 ENTER を押ず。 

「 RETRY ?」 と表示されます。 

3 A/V を巧して 「 YESJ を選び、 ENTER を f 甲ず。 

「測定する」の手順7から測定び再開されます。 


rWRN CHECKJ を選んだとまは 

測定結果に注意事項があつた場を、詳しい情報を表示 


します。 


ENTER を巧し、 r 測定結果を確認/保存ずる」 
の手順1に戻る。 


WARNING の 

種類 


説明 


WARNING 40測定は完了しましたび、騒音のレベルが高 
いでず。 

再測定を行ラと測定でをる場含ちありまず 
び、ずべての環境で測定びでをるとは限0 
ません。でさるだけ、周囲の騒音がかない 
状態で測定してください。 


WARNING 41測定用マイクからの入力が過大です。 

これ政上大をな音で測定でをません。周囲 
の騒音がルさ<なってから再測定して<だ 
さい。 


WARNING 42アンプのボ U ユームが過大でず。 

これが上大をな音で測定でをません。周囲 
の騒音がルさ<なってから再測定して<だ 
さい。 

N 0 VVARNING ' 肩幸則まあ0ません。 

WARNING 


自動音場捕正機能 （ A 山〇 
Calibration ) の設定頃目 


お買い上げ時は、下線の項目に設定されています。 

■ AUTO CAL START? 

自動音場補正の測定を開始します。 

• MEASUREMENT COUNTDOWN 

測定前5秒か日1秒までカウントダウン表示されま 
す。 


• MEASURING TONE 

TONE 測定中です。 

• MEASURING T . S . P . 

TSP 4 測定中です。 

• COMPLETE 

測定び正苗に終了したときに表示されます。 

各項目について詳しくは、 r 測定結果をお認/保存す 
る」 （14 ページ）をご覧ください。 

• WARNING CODE [ :4— 

測定結果にま意事項びあった場合、詳しい情報び表 
示されます。 

各項目について詳しくは、 r 測定結果をお認/保存す 
る」 （14 ページ）をご覧ください。 

• N 0 WARNING 

WARNING 情報びなかった場合に表示されます。 

• ERROR CODE [ :3 H 

測定び正常に終了しなかった場合に表示されます。 
各項目について詳しくは、 r 測定結果をお認/保存す 
る」 （14 ページ）をご覧ください。 

• RETRY ? 

測定の結果エラーだった場合、再測定するか、再測 
定せずに終了するかをお認します。 

• CANCEL 

測定を中断した場合に表示されます。 



*TSP (Time Stretched Pulse ) 信号 

TSP 信号は、短い時間の中に低域から広域までのにい帯域に 
わたって、高密度にエネルギーが詰められた測定信号です。 
一般的な室内環境で測定精度を確保するためには、測定信号の 
エネルギー量が重要であり、 TSP を使ラことで、効果的に測 
定を行ラことびでをます。 

■ CAL TYPE 

(測定タイプ） 


• ENGINEER 


ソニー基準の U スニングルームの周波数特性にしま 
す。 

• RJLL FLAT 


各スピーカーの周波数特性を平!5にします。 

■ EQ CURVE EFFECT 

(測定した EQ 力ーブの有効、無効） 

• OFF 


測定した EQ カーブを無効にします。 
•ON 


測定した EQ カーブを有効にします。測定終了後に自 
動的に ON に設定されます。 


ごを意 

• 自動音場補正の測定結果を一度ち保をしていないとさ（工場出 
巧時）は 、 EQ CURVE EFFECT の項目は違択できません。 

• EQ CURVE EFFECT を 「 ON 」 に設定しているときに DTS 
96但4信号を再生すると、 48 kHz で再生されます 。 DTS 96/ 
24信号を再生するときは、設定を rOF 円にして 、 DIRECT 
(10、12ぺージ）を 「 ON 」 にしてください。 
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アンプの設定をする 

System Settings _>< ニューを使って、本機のさまざま 
な設定がでさます。 

1 MENU を巧ず。 

2 八を巧して 、 -System Settings 〉」 を表 
示し、 ENTER を押す。 

3 A/V をくり返し巧して、設定したい項目を選 
ぶ。 

4 ENTER を巧ず。 

5 A/V をく り 返し巧して、 パラメーターを 選ぶ。 

6 ENTER を巧して、決定ずる。 

7 その他の項目を設定ずるとをは、手順3〜6 
をくり返ず。 


-つ上の階層に戻るには 

<を巧します。 

メニューを巧けるには 

MENU を巧します。 

System Settings メニューの設定頃 
巨 

お買い上げ時は、下線の項目に設定されています。 

■ DEC. PRIORITY 

(デジタル音声入カデコードプライオリティ） 

DIGITAL IN 端テに入力されるデジタル音声の入力 
モードを設定でさます。 

■ AUTO 

ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC 、 PCM ® 
音声入力を自動的に切り換えます。 


• PCM 

PCM 信号を優先して処理します（頭切れを防ざま 
す)。 「 AUTO 」 に設定して CD などのデジタル音声 
を入力したとさに、再生を始めると音び途切れる場 
合は 「 PCM 」 にしてください。 

■ DUAL MONO 

( 二重音声モード） 

MPEG -2 AAC やドルビーデジタルなどの二重音声を 
聞くとさ、再生モードを設定します。 

• MAIN/SUB 

左スピーカーから主音声、ちスピーカーか日副音声 
を同時に再生します。 

■ MAIN 

主音声のみを再生します。 

• SUB 

副音声のみを再生します。 

• MAIN+SUB 

主音声と副音声び合成された音声を再生します。 

■ □.RANGE COMP. 

( ダイナミックレンジの圧縮） 

サウンドトラックのダイナミックレンジを狭くします。 
深夜にル音量で映画を見たいとさなどに便利です。ド 
ルビーデジタルの音声にのみ働さます。 

■ OFF 

ダイナ5ックレンジの圧縮は行われません。 

• STD 

レコーディングエンジニアび意図するダイナミック 
レンジでサウンドトラックを再現します。 

• MAX 

ダイナミックレンジを極端に狭くします。 

■ DC PHASE L. 

((DC PHASE Linearizer) お域の増強） 

低域の位相特性を伝統的なアナ □ グアンプの特性に近 
づけます。 

■ OFF 

位巧補正を行いません。 

• LOW - A 、 STD - A、H に H - A 、 LOW - B 、 STD - B 、 

H に H-B 

「 LOW 」、 rSTD 」、「 HIGH 」 の順に補正び行われる 
帯域び広びります。 r - BJ のつく B 特性は、より低音 
感び豊かな位相特性を与えます。 


ごを 意 

表示窓の設定項目び暗く表おされているちのは、違んだ設定項目 
び機能しない、あるいは変更でさないことを意味します。 


ちよつと一言 

の. RAN 白 E COMP .」 では、ダイナミックレンジをドルビーデ 
ジタルに記録されているダイナ S ックレンジ情報に基づいて圧縮 
します。 「 STD 」 び本来の圧縮値ですび、控えめに感じるとさは、 
「 MAX 」 をおすずめします。これは極端にダイナミックレンジを 
圧縮しますので、深夜のビデオ鑑賞などに便利です。アナ□グの 
US ッターとは異な0、機器側び圧縮ポイントをあらかじめ予測 
しているため、自然な圧縮にな日ます。 
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設定をお買い上げ時のが態 
に戻す 





1 POWER を巧して、本機の電源を切る。 

2 DIRECT と MUTING を巧したまま、 
POWER を巧して、本機の電源を入れる。 

表お窓に 「MEMORY CLEARING ...」 と表おさ 
れた後 、 「MEMORY CLEARED !」 と表示されま 
す 。 System Settings、Auto Calibration の各メ 
ニューで 設定した内容びお買い上げ時の状態に戻 
ります。 
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その他 


使用上のご注意 

設置場所について 

電源プラグは容易に手び届く場所にあるコンセントに 
接続してください。巧のような場所には置かないでく 
ださい。 

• ぐ6ついた台の上や不安定な場所。 

• じゅラたんや布団の上。 

• 湿気のをい所、風通しの悪い所。 

• ほこりのをい所。 

• 密閉された所。 

• 直射日光び当たる所、湿度び高い所。 

• 極端に寒い所。 

• テレビやビデオデッキ、カセットデッキか日近い所。 
(テレビやビデオデッキ、カセットデッキといっしょ 
に使用するとさ、近くに置くと、雑音び入ったり、 
映像び乱れたりすることびありまず。特に室内アン 
テナのとさに起こりやすいので屋外アンテナの使用 
をおすすめします。） 

巧用中の本体の温度上昇について 

使用中、本体の温度びかなり上昇しますび、故障では 
ありません。 

特に、大音量で鳴らし続けると、本体キャビネットの 
天板や側板、底板はかなり熱くなります。このような 
とさは、キャビネットに軸れないよラにしてください。 
义傷などのけびの原因になります。 

また、密閉した場所に置いて使用しないでください。 
温度上昇を防ぐため、風通しのよい所でお使いくださ 
し、。 


ステレオを聞<とまのエチケット 


ステレオで音楽をお楽しみになるとさは、 
隣近所に迷惑びかか6ないよラな音量で 
お聞さください。特に、夜はルさめな音 
でち周囲にはよく通るちのです。 

窓を閉めたり、へッドホンをご使用にな 
るなどお互いにむを配り、快い生ミ舌環境 
を守りましょラ。このマークは音のエチ 
ケットのシンボルマークです。 


I 百のエチケット J 


本付:のお手入れのしかた 

キャビネットやパネル面の巧れは、中性洗剤をかし含 
ませた柔らかい巧でふいてください。シンナーやベン 
ジン、アルコールなどは表面を傷めますので使わない 
で < ださい。 
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故障かな？と思った 6 

修理に出す前に、ちう一度点検してください。 

それでも正常に動作しないときは、ソニーの相談窓 □ (裏表紙）へお問い合わせください。 

音声 


症状 

原因と対応のしかた 

どの音源を選んでわ音が出ない、 
ほとんど聞こえない 

4スピーカーおよび各機器が正し<接続されているか確認する。 

4スピーカーコードが正しく接続されているか確認する。 

4本機と選んだ機器の電源が入っているか確認する。 

VOLUME のレベルが- 00 C 旧になっていないか確認ずる。 

4本機前面の SPEAKERS スイッチが rOFF 」 になっていないか確認する （1 日ページ)。 

4 MUTING を押して、消音機能を解除する。 

4入力切0換え用のボタン（または本体の INPUT SELECTOR つまみ）で正しい入力が選 
ばれているか確認する。 

へッドホンがつながれていないか確認する。 

4保護回路が働いている。本機の電源を切0、スピーカーの接続にショートがないか確認 
して、ちう1度電源を入れる。 

選んだ機器から音が出ない 

■> 選んだ機器の音声入力端子に正し<接続されているか確認する。 

4接続コードが本機や選んだ機器に正し<接続されているか確認する。 

片方のスピーカーから音が出ない 

■> へッドホンを PHONES 端子につなぎ、へッドホンから音が聞こえるか確認する。ヘッド 
ぶンの片方のチャンネルしか聞こえない場含は、選んだ機器と本機が正し<接続されて 
いません。正し<接続されているか確認してください。両方のチャンネルが聞こえる場 
含は、スピーカーが正し<接続されていません。正し<接続されているか確認して<だ 
さい。 

■> モノラル機器を接続しているとをは、 L / R の片方の端子のみに接続していないか確認す 
る。この場含は、モノラルーステレオ変換ケーブル（別売り）を使って L / R 両方の端子に 
接続してください。 

左ちの音のバランスが悪い、または 
逆転している 

■> スピーカーおよび各機器が正し<接続されているか確認する。 

■> U モコンの BALANCE を押してバランスパラ六ーターを調節する。 

八ム音またはノイズがひどい 

■> スピーカーおよび各機器が正し<接続されているか確認する。 

■> 接続コードがトランスやモーターから離れているか、テレビや堂光灯からは少なくとも3 
m 離れているか確認する。 

4テレビをイ也のオーディオ機器から離して設置する。 

4 A SIGNAL GND が正しく接続されているか確認する（レコードプレーヤーを接続して 
いる場含のみ)。 

■> プラグや端子がミちれている。アルコールで少し湿した巧で H を取る。 

録音びでさない 

■> 各機器が正し<接続されているか確認する（7、8ページ)。 

4入力切0換え用のボタン（または本体の INPUT SELECTOR つまみ）で録音したい機器 
を選ぶ（10、12ページ)。 


リモコン 


症が 

原因と対応のしかた 

リモコンで操作でをない 

4本体の U モコン受光部に向けて操作する。 

4 U モコンと本体の間にある障害物を取0除く。 

4 U モコンの乾電池を交換する。 

4 U モコンで正しい入力を選んだか確認する。 
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エラーメッセージー覧 

本機び正しく動作していないとさ、表示窓にチェックコードび表示されます。表示によって、本機の状態びわかるよ 
ラになっています。し U 下の表をご覧になり、表示に合った対応をしてください。2、3度くり返してち正苗に戻らな 
いとさは、ソニーサービス窓□にご相談ください。 


チェックコード 

原因と対応のしかた 

CHECK CODE 11 

スピーカー出力に異常な電流が流れています。本機の電源を切0、スピーカーコードのお線が、 
本機または他のスピーカーに触れていないか、接続を確認してください。バイワイヤ U ング接 
続をしている場含は、スピーカーの Hi / Lo のショート金具を外していることを確認してくださ 
い。 

CHECK CODE 12 

アンプ部び熱くなっています。天板の上びふさがれていませんか。本機の電源を切0、しばら 
く放置してから再度電源を入れてください。バイワイヤ U ング接続をしている場をは、スピー 
カーの Hi / Lo のショート金具を外していることを確認してください。 

CHECK CODE 13 

電源部が熱<なっています。天板の上がふさがれていませんか。本機の電源を切0、しばら< 
放置してから再度電源を入れてください。バイワイヤリング接続をしている場含は、スピー 
カーの Hi / Lo のショート金具を外していることを確認してください。 

CHECK CODE 14 

本機の電源を切0、スピーカーコードのお線が、本機または他のスピーカーに軸れていないか、 
接続を確認してください。 

CHECK CODE 21 

本機の電源を切0、スピーカーコードの接続を確認してから再度電源を入れて<ださい。バイ 
ワイヤ U ング接続をしている場含は、スピーカーの Hi / Lo のショート金具を外していることを確 
認してください。 
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保証書とアフターサービス 

巧証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買 
い上げの際、お買い上げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をおおかめのラえ、 
大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

ア フターサー ビス 

調子び悪いときはまずチェックを 

この説明書をもう1度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いときはヴービスへ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談窓□のご 
案内」にあるお近くのソニーサービス窓□にご巧談く 
ださい。 

保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 
詳しくは保証書をご覧ください。 

保話期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望により 
ち料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社ではステレオの補修用性能部品（製品の機能を維 
持するために必要な部品）を、製造打ち切り後8年間 
保有しています。この部品保有期間を修理可能の期間 
とさせていたださます。保有期間び経過した後ち、故 
障箇所によっては修理可能の場合びありますので、お 
買い上げ店か、サービス窓□にご巧談ください。 

部品の交換について 

この製品では、修理のために部品を交換する際に、旧 
部品を回収させていただく場合びあります。あ日かじ 
めご了承ください。 

ご相談になるとをは巧のことをお知百せくださ 
し、。 

• 型名： TA - FA 1200 ES 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰： 

• お買い上げ店： 


■ ホ！ 
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まな仕様 

アンプ部 

実用最大出力 

ステレオモード： 

(8 0、 JEITA ) 

150 W + 150 W 
(4 0、 JEITA ) 

170 W + 170 W 
スピーカー適合インピーダンス 

4 0またはそれ！;(上 
高調液ひずみ率 

0.15 %政下 
20 Hz 〜20 kHz 
(8 0負荷） 

110 W +110 W 
(4 0負荷） 

120 W +120 W 

周波数特性 

パワーアンプブ□ック： 

10 Hz 〜40 kHz ±3 d 目 （8 0時） 

入力（アナ□グ） 

PHONO : 

入力感度： 2.5 mV 
入カインピーダンス：日0 kQ 
S / N 比： 86 d 目 

(Input short 、 20 kHz LPF、A ネットワー 
ク） 

TUNER 、 SA - CD / CD、TAPE : 

入力感度：150 mV 
入カインピーダンス：日 OkO 
S / N 比： 96 d 目 

(Input short 、 20 kHz LPF、A ネットワー 
ク） 

出力（アナ□グ） 

TAPE : 

出力：150 mV 
出カインピーダンス：1 kO 


入力（デジタル） 

DIGITAL 1/2/3 : 

入カインピーダンス： 75 0 
S/N 比： 96 d 目 

(2 日 kHz LPF 、 A ネットワーク） 

DIGITAL 4 : 

S/N 比： 96 d 目 

(20 kHz LPF 、 A ネットワーク） 

電源、その他 

電源 AC 100 V 、 50/60 Hz 

消費電力 110 W 

スタンバイ時： 0.8 W 

最大外形寸法430 X 175 X 430 mm 

(幅/高さ/輿行さ、最大突起部を含む） 

質量 約 14.5 kg 

付属品 電源コード （1) 

キヤ U ブレーシヨンマイク□フオン： 

ECM - AC 1(1) 

取扱説明書（本書） （1) 

U モートコマンター： RM - AAU 010 (1) 
RM - AAU 01 日用単3形マンガン乾電池 
( NS ) 似 

ソニーサービス窓口 -ご相談窓口のご案内 

( 1 ) 

保証書 （1) 

仕様および外観は、改良のため、予告な<変更するこ 
とがありますが、ご了承ください。 




待機時消費電力日. 8 W 

をなプリント配線板にノ \□ゲン系難燃剤を使巧 
していません 

フルデジタルアンプ S - Maste 「 搭載によりアン 
プブ□ックの電力効率を85%政上に改善 


本機は rJISC 61000-3-2」適を品です。 


22 



索引 


友巧 VOLUME 10,12 

エラーメッセージ20 

記号 

か巧 /^SIGNALGND 端テ7 

カセットデッキ7 

を巧 

自動音場補正13 

スーパーオーディオ CD プレーヤー7, 8 
スピーカ ー 4 

た巧 

地上波デジタルチューナー8 
電源コード9 

は巧 

バイワイヤ U ング接続6 
ビデオデッキ7 
表术窓1日 
ヘッドホン1日 

ま行 

こユー 

Auto Calibration メこュ ー 1己 
System Settings メこュ ー 16 

5巧 

U セット17 

U モコン12 
準備する9 

A-Z 

BALANCE 12 
目 S デジタルチューナー8 
CD プレーヤー7, 8 
CS デジタルチューナー8 
DAT デッキ8 
DIMMER 12 
DIRECT 1日，12 

DVD プレーヤー /DVD レコーダー 8 

IMPEDANCE SELECTOR 5 

INPUT SELECTOR 10 

MD デッキ 8 

MUTING 10, 12 

PHONES 端子 10 

SLEEP 12 

SPEAKERS スイッチ1日 
TONE 10 
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